









                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  














































                         様式７  
論文審査の結果の要旨及び担当者  
       氏  名  （    阿 部  宏 幸     ）  
論文審査担当者 










赤松  史光 




















削能力が維持されるのは 300Dから 400D程度までであることを明らかにした。 
ジェットの密度分布はノズル出口において一様であるがノズル出口から離れるに従い、また圧力が高くなるに従いジェ
ットの幅は広がり山形の密度分布に移行することが明らかとなった。測定された密度分布と流速分布を用いてジェットの
動圧を評価しノズル出口から 300Dから 400D程度までは十分な切削能力を持つことを確認した。 
 上記の研究結果を実際の現場の試験施工に応用した結果、地盤改良に利用される高圧噴射攪拌工法が、同じ敷地面積を
地盤改良するには改良本数を少なく済ませることができ、低コスト化が可能であることを示した。実際の現場の試験施工
では研究結果を応用した新型特殊噴射装置を製作し、従来ノズルとの実際の地盤切削距離と造成体の品質について、実際
に造成した地盤改良体を掘削してその効果を確認した。また、新型特殊噴射装置のノズル内部の流動について数値シミュ
レーションプログラムを開発し解析を行った。 
 以上のように、本論文は高速ウォータージェットの流動構造の測定手法を確立し詳細な計測を行うとともに、その結果
に基づき高速ウォータージェットの物理的な素過程を解明している。この結果は基礎的な学術分野においても、また実際
の機器への応用においても極めて有用なものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
